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＊
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Ｈ
Ｌ
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ク
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司
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Ｈ
Ｌ
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携
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ク
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携
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成
28
年
度
の
本
イ
ヴ
ェ
ン
ト
実
施
に
先
立
ち
、
前
年
の
27
年

度
か
ら
、
プ
レ
・
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

平
成
27
年
度
に
実
施
し
た
プ
レ
・
イ
ヴ
ェ
ン
ト

⑴　

海
外
高
等
教
育
機
関
等
で
の
講
演
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
平�

成
27
年
２
月　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
本
学
提
携
校
ナ
ン

ヤ
ン
ポ
リ
テ
ク
ニ
ッ
ク
で
の
学
長
特
別
講
演
“What Is 

the 

“Secret

” of the Longevity of Japanese 
Enterprises?

─D
iscerning the Contribution of 

M
orality to Business 

─
”。

・
７�

月　

ド
イ
ツ
の
本
学
提
携
校
イ
ェ
ー
ナ
大
学
で
の
学

長
講
演 

“Tradition is to Pass on the Flam
e, N

ot 
W

orship the A
sh

─from
 a V

iew
point of 

Japanese T
raditional C

ulture, B
usiness and 

M
orality

─
”、
奥
野
保
明
客
員
教
授
に
よ
る
ド
イ

ツ
語
で
の
講
演
「
ド
イ
ツ
再
統
一
前
後
の
日
本
と
の
交

流
」。

　
　

�　

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
五
つ
星
ホ
テ
ル
、
シ
ュ
タ
イ
ゲ

ン
ベ
ル
ガ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
タ
ー
・
ホ
ー
フ
内
の
レ

ス
ト
ラ
ン
「
ホ
ー
フ
・
ガ
ル
テ
ン
」
で
、「
麗
澤
会
欧

州
支
部
」
の
発
足
を
記
念
す
る
と
と
も
に
、「
ド
イ
ツ

へ
の
留
学
生
送
り
出
し
１
０
０
０
名
記
念
」
を
祝
し
、

本
学
で
ド
イ
ツ
語
を
学
ん
だ
卒
業
生
の
親
睦
を
図
る
た

め
、
ド
イ
ツ
大
同
窓
会
を
開
催
。

・
10�

月　

ア
メ
リ
カ
の
本
学
提
携
校
セ
ン
ト
・
マ
ー
チ
ン

ズ
大
学
と
共
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
（
テ
ー
マ
：H

igher 

Education for the Sustainable Future: Perspectives 

across the Pacific

）
を
開
催
。

　
　

�

学
長
講
演 

“Morality, Sustainability and H
igher 

Education

─from
 the V

iew
point of Cultural 

and Business Studies

”、
犬
飼
孝
夫
教
授
講
演 

“A 
Global Com

m
unity and a Global Ethic

─ A
 Case 

Study: Reitaku U
niversity

”。

・
12�

月　

本
学
提
携
校
の
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
ホ
ー
チ
ミ

ン
市
校
人
文
社
会
科
学
大
学
に
道
徳
研
究
セ
ン
タ
ー
が

設
立
さ
れ
、
開
所
式
に
参
加
。
そ
の
後
、
同
大
学
と
共

催
で
「
ベ
ト
ナ
ム
と
日
本
の
文
化

─
融
合
と
発
展
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。
学
長

　

創
立
者
廣
池
千
九
郎
生
誕
１
５
０
年
を
迎
え
た
平
成
28
年

度
も
、
３
月
を
も
っ
て
終
わ
り
を
迎
え
つ
つ
あ
る
。
そ
こ
で

こ
の
１
年
間
に
本
学
が
何
を
目
指
し
、
何
を
行
っ
て
き
た
の

か
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。

　

ま
ず
、
こ
の
記
念
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
本
学
が
取
ろ

う
と
し
た
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
、「
伝
統
」
と
「
革
新
」

で
あ
っ
た
。
そ
の
場
合
の
「
伝
統
」
と
は
、
グ
ス
タ
フ
・
マ

ー
ラ
ー
（Gustav M

ahler

）
が
い
み
じ
く
も
述
べ
た
よ
う

に
、「
伝
統
と
は
火
を
守
る
（
伝
え
る
）
こ
と
で
あ
り
、
灰

を
崇
拝
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
と
い
う
時
の
「
火
」
を
意
味

す
る
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
私
た
ち
が
取
り
組
ん
だ
の
は
、

麗
澤
教
育
の
原
点
で
あ
る
廣
池
博
士
の
遺
志
に
立
ち
戻
り
な

が
ら
も
、
同
時
に
現
代
に
お
い
て
社
会
的
責
任
を
果
た
す
高

等
教
育
機
関
と
し
て
、
そ
れ
を
学
修
・
教
育
・
研
究
の
分
野

で
い
か
に
展
開
し
て
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
だ
っ
た
。
道

徳
・
倫
理
の
科
学
的
研
究
と
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
の
啓
蒙
活

動
に
そ
の
生
涯
を
捧
げ
た
廣
池
博
士
は
、
た
え
ず
グ
ロ
ー
バ

ル
な
視
点
を
念
頭
に
置
き
、
世
界
の
人
々
の
安
心
、
平
和
、

幸
福
の
実
現
を
目
的
と
す
る
諸
活
動
を
計
画
し
て
い
た
。
そ

こ
で
本
学
で
は
、
道
徳
と
倫
理
に
関
す
る
学
修
・
教
育
、
研

究
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
展
開
を
「
創
立
者
廣
池
千
九
郎
生
誕
１

５
０
年
記
念
年
」
の
テ
ー
マ
に
掲
げ
る
こ
と
と
し
た
。

　

本
学
で
は
、
本
事
業
を
よ
り
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
、
廣

池
千
九
郎
の
建
学
の
精
神
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
、
平

創
立
者
廣
池
千
九
郎
生
誕
１
５
０
年
を
振
り
返
っ
て

麗
澤
大
学
学
長　

中
山
　
理

〈
特
別
寄
稿
〉
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⑶　

国
内
で
の
研
修
会
・
講
演
会
等

・
８�

月　

平
成
27
年
度
柏
市
教
職
員
研
修
会
（
道
徳
）
を
開

催
。「
道
徳
の
本
質
と
実
践
〜
よ
り
よ
い
道
徳
教
育
と

道
徳
授
業
を
め
ざ
し
て
〜
」、
江
島
顕
一
助
教
が
講
演

「
よ
り
よ
い
道
徳
教
育
を
め
ざ
し
て
」、
柏
市
立
藤
心

小
学
校
広
中
忠
昭
校
長
が
講
演
「
道
徳
の
教
科
化
に
向

け
た
授
業
改
善
」。

　
　

�　

第
３
回
高
校
教
員
の
た
め
の
道
徳
教
育
講
座
を
開

催
。
江
島
顕
一
助
教
が
講
演
「
よ
り
よ
い
道
徳
教
育
を

め
ざ
し
て
」、
千
葉
県
教
育
庁
西
周
信
幸
指
導
主
事
な

ら
び
に
千
葉
県
立
松
戸
高
等
学
校
の
道
徳
教
育
推
進
教

師
で
あ
る
足
達
正
明
教
諭
が
「
千
葉
県
に
お
け
る
道
徳

教
育
の
現
状
と
課
題
」
を
、
茨
城
県
教
育
庁
の
渡
邉
英

一
指
導
主
事
が
「
茨
城
県
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
現
状

と
課
題
」
を
報
告
。
最
後
に
東
京
情
報
大
学
総
合
情
報

学
部
の
原
田
恵
理
子
准
教
授
が
「
心
理
教
育
的
ア
プ
ロ

ー
チ
を
活
か
し
た
モ
ラ
ル
教
育
」
と
題
し
て
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
の
問
題
行
動
や
い
じ
め
の
実
態
な
ど
か
ら

道
徳
教
育
の
必
要
性
を
解
説
。

平
成
28
年
度
に
実
施
し
た
本
イ
ヴ
ェ
ン
ト

　

本
年
度
は
、
プ
レ
・
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
さ
ら
に
継
続
発
展
す

る
路
線
で
多
様
性
と
重
層
性
を
追
求
し
た
。

⑴�　

海
外
の
学
会
誌
に
、
廣
池
千
九
郎
の
教
育
思
想
、
麗
澤

大
学
に
お
け
る
道
徳
教
育
の
教
授
法
お
よ
び
イ
ン
パ
ク
ト

測
定
法
を
紹
介
す
る
。
学
長
と
堀
内
教
授
が
ゲ
ス
ト
編
集

者
と
な
り
、
ア
メ
リ
カ
の
人
格
教
育
に
関
す
る
学
術
雑
誌

に
、
同
テ
ー
マ
の
特
集
を
組
む
計
画
を
発
足
さ
せ
た
。

⑵�　

国
内
と
海
外
で
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
、
専
門

の
学
問
領
域
で
の
研
究
成
果
の
発
表
、
お
よ
び
廣
池
千
九

郎
の
道
徳
思
想
等
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

・
６�

月　

日
本
人
口
学
会
・
麗
澤
大
学
共
催
で
、
廣
池
千

九
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念
事
業
と
し
て
公
開
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
「
人
口
政
策
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
〜Linking 

Past to Present

〜
」
を
開
催
。
本
学
の
代
表
は
黒
須

里
美
言
語
教
育
研
究
科
長
。

　
　

�

「
廣
池
千
九
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念
経
済
・
経
営
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
①
（
福
岡
会
場
）
で
学
長
基
調
講
演
「
企

基
調
講
演
「
科
学
、
宗
教
、
道
徳

─
比
較
文
明
論
的

考
察

─
」、
堀
内
一
史
教
授
の
研
究
発
表
「
社
会
貢

献
す
る
信
仰
集
団
：
日
本
に
お
け
る
信
仰
に
基
づ
く
ソ

ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
（
Ｓ
Ｃ
）」、
犬
飼
孝
夫
教
授

の
研
究
発
表
「
地
球
倫
理
と
し
て
の
利
他
主
義
：
諸
宗

教
に
通
底
す
る
も
の
」。

・
２�

月　

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
本
学
提
携
校
パ
ー
ペ
チ
ュ
ア

ル
・
ヘ
ル
プ
大
学
で
学
長
講
演

　
　

“Japanese Culture, Business and M
orality

”。

⑵　

海
外
高
等
教
育
機
関
等
と
の
共
同
研
究

・�

ア
メ
リ
カ
・
ミ
ズ
ー
リ
大
学
「
人
格
・
市
民
性
セ
ン
タ

ー
」（Center for Character &

 Citizenship

）
と
本
学
の

「
道
徳
科
学
教
育
セ
ン
タ
ー
」
が
人
格
教
育
に
関
す
る
共

同
研
究
を
継
続
し
て
行
う
。

　
�　

研
究
テ
ー
マ
：
道
徳
教
育
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
測
定
す
る

ツ
ー
ル
の
開
発
。

・�
イ
ギ
リ
ス
・
バ
ー
ミ
ン
ガ
ム
大
学
「
人
格
・
徳
ジ
ュ
ビ

リ
ー
・
セ
ン
タ
ー
」（T

he Jubilee Centre for Character 

and V
irtues

）
と
人
格
教
育
に
関
す
る
共
同
研
究
を
行
う
。

ドイツで大同窓会を開催（平成27年７月）
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“Moralogy, Econom
ics and Business Ethics

”）
の
国

際
会
議
・U

N
IM

A
S-REIT

A
K

U
 Conference 2016

が
開
催
さ
れ
、
学
長
の
英
語
に
よ
る
基
調
講
演

“Econom
y, M

orality and Sustainability

─from
 

the V
iew

point of Cultural and Business Studies

─
”（「
経
済
、
道
徳
、
持
続
可
能
性
」）、
小
野
宏
哉
副
学

長
の
英
語
に
よ
る
本
学
の
研
究
・
教
育
活
動
の
紹
介
の

後
、
堀
内
一
史
教
授
は
「
近
世
日
本
に
お
け
る
『
労
働

の
精
神
』
の
萌
芽
：『
労
働
』
と
『
人
格
形
成
』
に
関

す
る
鈴
木
正
三
の
思
想
」、
中
野
千
秋
経
済
研
究
科
長

は
「
日
本
企
業
に
お
け
る
倫
理
確
立
に
向
け
て
の
取
り

組
み
と
管
理
者
の
倫
理
観

─
１
９
９
４
年
、
２
０
０

４
年
、
２
０
１
４
年
の
調
査
結
果
の
比
較
を
ふ
ま
え

て
」、
下
田
健
人
経
済
学
部
長
は
、「
戦
後
日
本
の
経
済

成
長
に
お
け
る
中
小
企
業
の
役
割
と
モ
ラ
ロ
ジ
ー
の
理

念
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
英
語
で
研
究
発
表

を
行
っ
た
。

　
　

�　

国
際
人
口
学
会 

歴
史
人
口
学
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
（
テ

ー
マ
“Linking P

ast to P
resent: L

ong-term
 

P
erspectives on M

icro-L
evel D

em
ographic 

Processes

”）。
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
か
ら
著
名

な
歴
史
人
口
学
者
が
参
加
。
本
学
の
代
表
は
黒
須
里
美

言
語
教
育
研
究
科
長
。

・
平�

成
29
年
３
月　
「
廣
池
千
九
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念
経

業
永
続
の
条
件

─
21
世
紀
に
生
か
す
廣
池
千
九
郎
の

道
経
一
体
の
思
想
」。

・
８�
月　

イ
ン
ド
の
タ
ゴ
ー
ル
国
際
大
学
と
共
催
で
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た
。
１
９
１
６
年
の
タ
ゴ
ー
ル
国

際
大
学
創
立
者
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ
ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
初
訪

日
１
０
０
周
年
お
よ
び
麗
澤
大
学
創
立
者
廣
池
千
九
郎

生
誕
１
５
０
年
を
記
念
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
あ
る

が
、
こ
の
模
様
は
イ
ン
ド
東
部
の
英
字
新
聞
『T

he 
T

elegraph

』（
２
０
１
６
年
８
月
22
日
）
で
も
紹
介
さ

れ
た
。

　
　

�　

記
念
式
典
で
は
学
長
が
英
語
で
基
調
講
演
。「
日
本

の
文
化
・
文
学
・
社
会
・
歴
史
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
国

際
学
会
で
は
、
竹
内
啓
二
教
授
が
「
タ
ゴ
ー
ル
と
廣
池

千
九
郎
の
教
育
観
」、
学
長
が
「
日
本
式
庭
園
と
そ
の

自
然
観
」、
犬
飼
孝
夫
教
授
が
「
日
本
の
道
徳
の
起

源
：
聖
徳
太
子
の
17
条
憲
法
」
を
テ
ー
マ
に
、
そ
れ
ぞ

れ
英
語
で
発
表
を
行
っ
た
。
国
際
会
議
の
『
タ
ゴ
ー
ル

と
日
本
お
よ
び
日
本
の
諸
側
面
と
そ
の
文
化
』
と
題
し

た
予
稿
集
に
は
、
モ
デ
ィ
首
相
や
西
ベ
ン
ガ
ル
州
知
事

か
ら
の
御
祝
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
寄
せ
ら
れ
た
。
こ
の
会

議
で
発
表
さ
れ
た
論
文
も
書
籍
化
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。

・
９�

月　
「
生
と
死
を
考
え
る
会
全
国
協
議
会
」
全
国
大
会

（
テ
ー
マ
「
響
き
合
う
命

─
支
え
合
う
〈
生
と
死
〉」
を

本
学
で
開
催
。

　
　

�　

麗
澤
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
（
Ｒ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
）
開
校
10
周

年
と
重
ね
て
、
麗
澤
中
学
・
高
等
学
校
と
共
に
ノ
ー
ベ

ル
物
理
学
賞
受
賞
者
・
梶
田
隆
章
氏
に
よ
る
「『
ニ
ュ

ー
ト
リ
ノ
』
の
小
さ
い
質
量
の
発
見
」
と
題
し
て
の
特

別
講
演
会
を
開
催
。

・
11�

月　

地
球
シ
ス
テ
ム
・
倫
理
学
会 

第
12
回
学
術
大
会

（
テ
ー
マ
“A W

orld of Sustainability

〜
と
こ
わ
か
の
思

想
〜
”）
を
本
学
で
開
催
。

　
　

�

「
廣
池
千
九
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念
経
済
・
経
営
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
」
②
（
東
京
会
場
）
で
学
長
基
調
講
演
「
企

業
永
続
の
条
件

─
21
世
紀
に
生
か
す
廣
池
千
九
郎
の

道
経
一
体
の
思
想
」。

・
12�
月　

マ
レ
ー
シ
ア
の
本
学
提
携
校
サ
ラ
ワ
ク
大
学
で

「
モ
ラ
ロ
ジ
ー
と
経
済
と
企
業
倫
理
」（
総
合
テ
ー
マ

マレーシアのサラワク大学での学長による
基調講演（平成28年12月）
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済
・
経
営
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
③
（
大
阪
会
場
）
で
学
長

基
調
講
演
「
企
業
永
続
の
条
件

─
21
世
紀
に
生
か
す

廣
池
千
九
郎
の
道
経
一
体
の
思
想
」。

⑶�　

本
学
提
携
校
の
ベ
ト
ナ
ム
国
家
大
学
に
お
け
る
道
徳
研

究
セ
ン
タ
ー
の
活
動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
昨
年
（
平

成
27
年
）
に
開
催
し
た
国
際
会
議
で
の
基
調
講
演
や
主
だ

っ
た
研
究
発
表
を
収
載
し
た
論
文
集
『
日
本
：
多
様
な
文

化
が
融
合
す
る
国
』
を
刊
行
。
日
越
対
訳
で
英
文
の
サ
マ

リ
ー
も
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
ベ
ト
ナ
ム
人
学
生
が
日
本
語

や
日
本
文
化
を
学
ぶ
た
め
の
副
読
本
と
し
て
活
用
さ
れ
る

予
定
。

⑷�　

学
生
主
体
の
環
太
平
洋
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
た

「
課
題
解
決
型
学
習
」（
Ｐ
Ｂ
Ｌ
）
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
太
平

洋
が
み
ん
な
の
キ
ャ
ン
パ
ス
！
〜
若
者
が
つ
く
る
21
世
紀

の
共
生
社
会
〜
」
を
大
学
祭
期
間
中
に
開
催
し
た
。
ミ
ク

ロ
ネ
シ
ア
で
の
環
境
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
指
導
的
立
場

で
関
わ
っ
て
き
た
成
瀬
猛
教
授
に
よ
る
基
調
講
演
後
、
ミ

ク
ロ
ネ
シ
ア
短
大
を
含
む
４
大
学
の
学
生
が
発
表
。

⑸�　

廣
池
千
九
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念
ス
カ
ラ
シ
ッ
プ
入
試

を
実
施
。

⑹�　

全
学
年
で
「
道
徳
科
学
」
を
順
次
に
学
べ
る
新
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
を
整
備
。

⑺　

経
済
学
部
で
「
道
経
一
体
コ
ー
ス
」
を
開
始
。

⑻　

各
学
会
等
の
開
催
を
支
援
。

⑼�　

図
書
館
に
お
い
て
廣
池
千
九
郎
の
人
と
業
績
を
紹
介
す

る
展
示
を
企
画
・
実
施
。

　

大
学
が
関
係
す
る
行
事
と
し
て
は
、
現
時
点
（
平
成
29
年

３
月
10
日
）
で
ほ
ぼ
終
了
し
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ま
で
日

本
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
８
か
国
で
種
々
の
学
術
・
教
育
に

関
す
る
イ
ヴ
ェ
ン
ト
を
開
催
し
た
が
、
そ
の
す
べ
て
が
成
功

裏
に
終
わ
り
、
各
界
で
大
き
な
反
響
が
あ
っ
た
の
は
、
廣
池

幹
堂
理
事
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
協
力
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
関
係
諸
氏
の
お
蔭
で
あ

る
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
、
本
学
学
長
と
し
て
心
よ
り
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。

は
じ
め
に

　

日
本
は
、
今
、
世
界
の
人
口
研
究
者
か
ら
注
目
を
浴
び
て

い
る
。
先
進
諸
国
の
み
な
ら
ず
、
世
界
の
多
く
の
国
々
で
、

少
子
化
、
高
齢
化
が
加
速
す
る
中
、
そ
の
先
陣
を
切
っ
て

「
超
」
少
子
高
齢
社
会
を
築
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
寿
命

は
ど
こ
ま
で
伸
び
る
の
か
、
人
口
減
少
は
ど
こ
ま
で
進
む
の

か
。
な
ぜ
、
今
、
こ
の
よ
う
な
人
口
問
題
を
抱
え
る
こ
と
に

な
っ
た
の
か
。
今
後
の
日
本
は
ど
う
な
る
の
か
。
私
た
ち
の

「
未
来
」
を
考
え
る
た
め
に
は
、「
現
在
」
を
理
解
し
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
そ
し
て
現
在
を
理
解
す
る
た
め
に
は
、

「
過
去
」
に
学
ば
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
ま
さ
に

“Linking Past to Present

”（
過
去
と
現
在
を
つ
な
ぎ
、
そ

し
て
未
来
へ
）
と
い
う
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

こ
の
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
、
本
年
度
二
つ
の
学
術
的
会
議
を

麗
澤
大
学
で
開
催
し
た
。
そ
の
一
つ
が
、
日
本
人
口
学
会
第

68
回
大
会
（
２
０
１
６
年
６
月
11
・
12
日
）、
も
う
一
つ
が
国

際
人
口
セ
ミ
ナ
ー
（
２
０
１
６
年
12
月
９
・
10
日
）
で
あ
る
。

こ
の
４
日
間
に
凝
縮
さ
れ
た
会
議
の
中
で
の
学
術
的
・
国
際

的
研
究
の
成
果
発
表
と
交
流
、
そ
し
て
そ
の
準
備
と
運
営
の

た
め
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
一
連
の
作
業
は
、
ま
さ
に
過
去
と

現
在
を
つ
な
ぎ
、
国
内
外
の
研
究
者
を
つ
な
ぎ
、
そ
し
て
教

職
員
と
学
生
の
世
代
と
部
署
を
超
え
た
つ
な
が
り
を
築
く
機

会
と
な
っ
た
。
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
の
会
議
の
背
景
と
な
る

「
人
口
」
研
究
か
ら
見
る

過
去
・
現
在
、
そ
し
て
未
来
へ

　

〜
廣
池
千
九
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念
事
業
報
告
〜

言
語
教
育
研
究
科
長
・
教
授　

黒
須
里
美

Linking Past
to Present
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人
口
・
家
族
構
造
比
較
史
研
究
」）
に
取
り
組
ま
れ
、
私
は
そ

の
幹
事
を
仰
せ
つ
か
っ
た
。
１
９
９
５
年
か
ら
の
10
年
間
、

速
水
先
生
は
、
麗
澤
大
学
東
京
研
究
セ
ン
タ
ー
（
新
宿
）
を

本
拠
地
に
研
究
活
動
を
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
ご
退
職
に

伴
い
、
先
生
が
半
世
紀
近
く
収
集
さ
れ
て
き
た
歴
史
人
口
学

関
係
の
膨
大
な
資
料
を
麗
澤
大
学
に
寄
贈
さ
れ
た
。
徳
川
時

代
の
１
５
０
０
カ
村
近
い
宗
門
改
帳
を
中
心
と
す
る
そ
の
資

料
は
「
麗
澤
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
」
と
し
て
、
現
在
、
大
学
図
書

館
に
収
め
ら
れ
、
私
が
代
表
を
務
め
る
「
人
口
・
家
族
史
研

究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
デ
ー
タ
構
築
と
そ
れ
を
利
用
し
た

研
究
が
進
ん
で
い
る
。
２
０
１
６
年
か
ら
は
文
部
科
学
省
の

私
立
大
学
研
究
拠
点
形
成
事
業
に
採
択
さ
れ
た
。「
歴
史
人

口
学
の
世
界
的
研
究
拠
点
を
目
指
す
」
と
い
う
た
い
そ
う
な

目
標
を
掲
げ
て
し
ま
っ
た
が
、
今
回
開
催
の
学
会
と
セ
ミ
ナ

ー
は
、
偶
然
に
も
そ
の
重
要
な
ス
テ
ッ
プ
の
一
つ
と
な
っ

た
。
そ
し
て
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
お
二
人
の
先
生
方
と
の

共
同
研
究
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
会
議
に
必
要
な
、
学
術

的
・
国
際
的
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
運
営
の
仕
方
を
授
け

ら
れ
て
い
た
と
気
づ
か
さ
れ
た
。

日
本
人
口
学
会
第
68
回
大
会

　

日
本
人
口
学
会
第
68
回
大
会
は
２
０
１
６
年
６
月
11
日
、

12
日
の
２
日
間
、Linking Past to Present 

を
メ
イ
ン
テ

ー
マ
に
掲
げ
て
行
わ
れ
た
。
会
場
と
な
っ
た
大
学
校
舎
「
あ

す
な
ろ
」
に
は
、
２
日
間
、
日
本
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
会
員

に
加
え
て
、
ア
メ
リ
カ
、
香
港
、
台
湾
、
韓
国
、
中
国
か
ら

の
研
究
者
や
非
会
員
も
含
め
た
２
０
２
名
の
参
加
が
あ
り
、

人
口
問
題
を
巡
る
学
際
的
・
国
際
的
議
論
で
大
い
に
賑
わ
っ

た
。
２
日
間
の
大
会
で
、
合
計
70
本
の
研
究
報
告
が
あ
っ

た
。
毎
年
議
論
が
賑
わ
う
少
子
化
、
晩
婚
化
の
テ
ー
マ
は
も

ち
ろ
ん
、
大
会
テ
ー
マ
に
ち
な
ん
だ
英
語
セ
ッ
シ
ョ
ン

“Marriage and Fam
ily Building in H

istorical and 
Contem

porary East A
sia

”、
学
会
と
し
て
初
め
て
扱
う

「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
関
す
る
人
口
学
的
研

究
」
も
含
め
、
人
口
開
発
問
題
の
ゆ
く
え
、
出
生
率
の
地
域

格
差
、
結
婚
、
未
婚
者
の
現
在
と
将
来
な
ど
テ
ー
マ
は
多
岐

に
わ
た
っ
た
。

　

６
月
11
日
の
午
後
に
は
、
日
本
人
口
学
会
・
麗
澤
大
学
共

人
口
学
と
麗
澤
大
学
の
つ
な
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
会
議
の
内

容
、
さ
ら
に
そ
の
舞
台
裏
を
振
り
返
る
。

人
口
学
と
麗
澤
大
学

　

そ
も
そ
も
、
な
ぜ
麗
澤
大
学
で
人
口
学
な
の
か
。
世
界
に

注
目
さ
れ
る
重
要
な
研
究
分
野
で
あ
り
な
が
ら
、「
人
口

学
」
を
看
板
に
掲
げ
て
研
究
・
教
育
を
行
っ
て
い
る
機
関
は

日
本
で
は
少
な
い
。
人
口
学
と
い
う
人
の
生
死
と
移
動
を
中

心
と
し
た
人
口
行
動
に
着
目
す
る
研
究
は
、
社
会
科
学
の
分

野
の
中
で
も
一
番
学
際
的
な
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
進
ん
で

い
る
と
も
言
え
る
。
私
自
身
は
麗
澤
大
学
を
卒
業
し
て
、
ア

メ
リ
カ
・
シ
ア
ト
ル
のU

niversity of W
ashington

の
社

会
学
研
究
科
に
入
っ
て
初
め
て
、
こ
の
分
野
に
出
会
っ
た
。

そ
し
て
偶
然
に
も
日
本
の
人
口
学
を
代
表
し
、
こ
の
世
代
で

は
稀
有
な
国
際
的
活
躍
を
さ
れ
て
い
た
お
二
人
の
先
生
と
出

会
っ
た
。

　

一
人
は
、
日
本
の
人
口
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
河
野
稠
果

先
生
、
も
う
一
人
は
、
日
本
の
歴
史
人
口
学
の
創
始
者
で
あ

り
、
文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
た
速
水
融
先
生
で
あ
る
。
お
二

人
と
も
１
９
９
０
年
代
か
ら
２
０
０
０
年
初
め
に
か
け
て
麗

澤
大
学
経
済
学
部
（
当
時
は
国
際
経
済
学
部
）
に
在
籍
さ

れ
、
現
在
は
名
誉
教
授
で
あ
る
。

　

河
野
先
生
は
１
９
９
７
年
の
日
本
人
口
学
会
大
会
を
麗
澤

大
学
で
ホ
ス
ト
さ
れ
た
。
当
時
、
私
は
ま
だ
京
都
の
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
（
日
文
研
）
で
助
手
を
し
て
い
た
の

で
、
お
手
伝
い
は
で
き
ず
、
会
員
の
一
人
と
し
て
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
内
の
研
修
寮
に
泊
ま
っ
て
参
加
し
た
。
学
生
寮
の
よ

う
な
雰
囲
気
の
中
で
夜
も
楽
し
く
著
名
な
先
生
や
若
手
の
研

究
者
と
交
流
し
た
こ
と
を
、
今
で
も
は
っ
き
り
と
覚
え
て
い

る
。
そ
の
後
、
河
野
先
生
か
ら
厚
生
労
働
省
科
学
研
究
費
補

助
金
（
政
策
科
学
推
進
事
業
）
の
「
出
生
率
回
復
の
条
件
に

関
す
る
人
口
学
的
研
究
」
に
お
誘
い
い
た
だ
き
、
欧
米
の
第

一
線
で
活
躍
さ
れ
て
い
た
人
口
学
者
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査

を
行
う
と
い
う
大
役
を
任
せ
ら
れ
た
。

　

速
水
先
生
と
の
出
会
い
は
京
都
の
日
文
研
で
あ
っ
た
。
当

時
先
生
は
、
京
都
と
柏
を
往
復
さ
れ
な
が
ら
今
や
研
究
史
に

残
る
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

（
文
部
省
科
学
研
究
費
創
成
的
基
礎
研
究
「
ユ
ー
ラ
シ
ア
社
会
の
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源
」
に
つ
い
て
19
世
紀
フ
ラ
ン
ス
に
遡
る
こ
と
を
議
論
さ
れ

た
。
名
古
屋
市
立
大
学
・
藤
田
菜
々
子
氏
か
ら
は
人
口
減
少

危
機
に
直
面
し
た
戦
間
期
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
「
消
費
の
社
会

化
」
と
い
う
人
口
政
策
・
社
会
政
策
・
経
済
政
策
の
一
体
化

案
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。

　

最
後
に
大
阪
市
立
大
学
・
杉
田
菜
穂
氏
は
「
戦
間
期
の
日

本
に
お
け
る
優
生

－

優
境
主
義
」
に
着
目
し
、「
質
の
よ
り

良
い
社
会
の
た
め
に
必
要
な
も
の
は
遺
伝
と
環
境
の
改
善
に

よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
」
と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
こ
と
を

発
表
し
た
。
終
わ
り
に
企
画
者
の
ひ
と
り
で
あ
る
明
治
大

学
・
加
藤
彰
彦
氏
が
、「
人
口
政
策
に
は
“
量
”
の
問
題
と

“
質
”
の
問
題
が
あ
る
中
、
今
回
は
人
口
の
“
質
”
に
つ
い

て
の
報
告
が
多
く
な
さ
れ
た
。
そ
れ
は
報
告
者
が
女
性
で
あ

り
、
実
際
に
子
ど
も
を
産
む
当
事
者
視
点
が
大
き
く
影
響
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
男
性
目
線
で
は
ど
う
し
て
も
出
生

率
1.8
を
目
指
さ
な
く
て
は
と
“
量
”
に
つ
い
て
考
え
数
字
を

追
い
か
け
が
ち
だ
が
、
今
回
の
発
表
で
女
性
目
線
の
報
告
を

た
く
さ
ん
聞
く
こ
と
が
で
き
て
有
意
義
で
あ
っ
た
」
と
締
め

た
。

　

日
本
全
国
か
ら
大
学
教
員
、
研
究
者
、
政
策
関
連
事
業

者
、
院
生
・
学
生
を
含
む
１
４
０
名
が
集
い
、
報
告
と
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
熱
心
に
参
加
さ
れ
た
、
３
時
間
を

超
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
な
っ
た
。

国
際
人
口
セ
ミ
ナ
ー

　

２
０
１
６
年
12
月
９
、
10
日
に
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ラ
ザ

に
お
い
て
、IU

SSP

（
国
際
人
口
学
会
）
セ
ミ
ナ
ー
“Linking 

Past to Present: Long-T
erm

 Perspectives on M
icro-

Level D
em

ographic Processes

”を
開
催
し
た
。
副
題
を

日
本
語
に
す
る
と
、「
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
デ
ー
タ
か
ら
迫
る
長

期
的
人
口
変
動
」
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
10
カ
国
の
専
門

家
が
集
い
、
各
国
で
構
築
の
進
む
大
規
模
な
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ

を
用
い
て
、
過
去
と
現
代
を
つ
な
ぐ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
長

期
的
な
視
点
と
方
法
か
ら
、
結
婚
、
出
生
、
家
族
、
そ
し
て

社
会
的
・
地
理
的
移
動
行
動
を
含
む
重
要
な
人
口
問
題
に
迫

っ
た
。

　

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
は
国
際
人
口
学
会
歴
史
人
口
学
パ
ネ
ル
と

「
廣
池
千
九
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念
事
業
」
共
催
、
日
本
人

催
、
廣
池
千
九
郎
生
誕
１
５
０
年
記
念
事
業
と
し
て
公
開
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
人
口
政
策
の
成
り
立
ち
を
考
え
る
～

Linking Past to Present

～
」
を
開
催
し
た
（
以
下
、
開
催

報
告
よ
り
）。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
山
理
学
長
か
ら

「
日
本
人
口
学
会
と
麗
澤
大
学
と
の
共
催
で
開
催
す
る
記
念

事
業
と
し
て
ふ
さ
わ
し
く
、
過
去
と
未
来
が
リ
ン
ク
す
る
と

い
う
副
題
に
合
わ
せ
、
創
立
者
の
想
い
が
現
在
も
受
け
継
が

れ
て
い
る
麗
澤
大
学
で
開
催
で
き
る
こ
と
を
非
常
に
嬉
し
く

思
う
」
と
ご
挨
拶
い
た
だ
い
た
（
詳
し
く
は
「
学
長
室
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
」
参
照
）。

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
座
長
の
原
俊
彦
氏
（
札
幌
市
立
大

学
）
が
「
様
々
な
人
口
現
象
が
起
こ
る
中
、
人
口
学
会
と
し

て
問
題
意
識
を
持
っ
て
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
行
い
、
人
類

の
将
来
に
つ
い
て
、
ま
た
人
口
と
社
会
に
つ
い
て
考
え
て
い

く
べ
き
で
あ
る
」
と
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
意
図
を
述
べ

た
。
報
告
者
の
岡
山
大
学
・
沢
山
美
果
子
氏
は
「
江
戸
時
代

の
妊
娠
・
出
産
管
理
政
策
か
ら
み
る
、
い
の
ち
の
序
列
化
」

に
つ
い
て
報
告
を
行
っ
た
。
続
い
て
龍
谷
大
学
・
大
塩
ま
ゆ

み
氏
は
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
な
フ
ラ
ン
ス
の
家
族
政
策
の
起

日本人口学会の開催を支えたスタッフ
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学
会
大
会
と
国
際
セ
ミ
ナ
ー
の
舞
台
裏

　

戦
後
か
ら
続
く
日
本
人
口
学
会
や
、
世
界
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
持
つ
国
際
人
口
学
会
（IU

SSP

）
の
セ
ミ
ナ
ー
を
ホ
ス

ト
す
る
と
い
う
こ
と
は
大
変
な
栄
誉
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ

れ
に
は
ロ
ー
カ
ル
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
で
あ
る
私
自
身
だ
け
で

な
く
、
場
と
マ
ン
パ
ワ
ー
と
資
金
が
欠
か
せ
な
い
。
麗
澤
の

美
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
と
施
設
、
教
職
員
、
院
・
学
部
生
の
協

力
、
そ
し
て
麗
澤
大
学
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
、
と
い
う
３
つ
が

奇
跡
的
に
揃
っ
て
こ
そ
可
能
に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
こ

と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　

創
立
者
生
誕
１
５
０
年
記
念
年
と
い
う
年
回
り
に
二
つ
の

学
術
的
集
会
を
開
催
す
る
チ
ャ
ン
ス
が
め
ぐ
っ
て
き
た
こ

と
。
ま
た
こ
の
年
が
私
立
大
学
研
究
拠
点
形
成
事
業
の
最
中

で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
資
金
面
で
の
基
盤
が
あ
っ
た
だ
け
で
な

く
、
運
営
面
で
様
々
な
部
局
か
ら
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
た
。
学
内
の
教
育
研
究
支
援
グ
ル
ー
プ
は
１
年
も
前
か

ら
準
備
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
ビ
ザ
の
手
配
や
当
日
の
英

語
対
応
ま
で
も
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
情
報
教
育
セ
ン
タ
ー
に

は
、
日
本
人
口
学
会
で
今
回
初
め
て
と
な
っ
た
Ｗ
Ｅ
Ｂ
化
へ

の
完
全
移
行
（Paper free

）
で
、
大
会
中
会
場
の
ど
こ
か

ら
で
もW

i-Fi

で
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
要
旨
が
確
認
で
き
る
よ
う

に
し
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
国
際
セ
ミ
ナ
ー
で
も
２
日
間
の

た
め
に
会
場
にW

i-Fi

を
特
設
し
て
い
た
だ
い
た
。
６
月
の

設
営
、
多
言
語
に
よ
る
案
内
、
受
付
、
セ
ッ
シ
ョ
ン
タ
イ
ム

キ
ー
パ
ー
な
ど
に
は
ゼ
ミ
生
を
中
心
と
し
た
学
部
生
と
言
語

教
育
研
究
科
の
大
学
院
生
、
そ
し
て
モ
ラ
ロ
ジ
ー
専
攻
塾
生

が
積
極
的
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
。
ま
た
名
札
準
備
か
ら
経
理

ま
で
人
口
・
家
族
史
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
ス
タ
ッ
フ
に
も

協
力
い
た
だ
い
た
。

　

さ
ら
に
思
い
が
け
な
い
た
く
さ
ん
の
「
助
っ
人
」
の
登
場

が
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
３
名
を
挙
げ
た
い
。
ひ
と
り
は
公
開

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
準
備
を
一
手
に
引
き
受
け
、
こ
れ
を
機
に

人
口
学
会
会
員
に
も
な
っ
て
親
身
に
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
た

麗
澤
大
学
講
師
冬
月
律
氏
で
あ
る
。
彼
の
学
会
運
営
の
ご
経

験
と
柔
和
な
人
柄
に
ど
れ
だ
け
助
け
ら
れ
た
か
分
か
ら
な

い
。
も
う
ひ
と
り
は
人
口
学
会
を
「
麗
澤
ら
し
く
」
と
い
う

企
画
の
段
階
か
ら
関
わ
り
、Farm

 to T
able

と
い
う
懇
親

口
学
会
「
協
賛
」
と
し
て
行
わ
れ
た
。
組
織
者
で
あ
る

D
iego Farinas

氏
（Spanish N

ational Research Council

）, 
M

artin D
ribe

氏
（Lund U

niversity, Sw
eden

）
と
私
の
３

名
が
公
募
し
選
ん
だ
18
本
の
論
文
は
、
ミ
ク
ロ
レ
ベ
ル
デ
ー

タ
を
用
い
た
長
期
的
視
野
か
ら
の
人
口
変
動
（
結
婚
、
出

生
、
多
世
代
同
居
、
社
会
的
・
地
理
的
移
動
行
動
）
に
関
す
る

最
新
の
研
究
成
果
で
あ
っ
た
。
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
も
含
め
て
35

名
ほ
ど
の
参
加
者
で
、
朝
８
時
半
か
ら
午
後
の
５
時
半
ま

で
、
２
日
間
、
集
中
し
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
10

カ
国
か
ら
集
ま
っ
た
研
究
者
は
、
世
界
の
歴
史
人
口
学
研
究

拠
点
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
次
世
代
を
担
う
若
手
研
究
者
た
ち

で
あ
っ
た
。
各
国
で
構
築
の
進
む
大
規
模
な
ミ
ク
ロ
デ
ー
タ

を
用
い
て
、
過
去
と
現
代
を
つ
な
ぐ
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
長

期
的
な
視
点
と
方
法
か
ら
、
現
代
の
重
要
な
人
口
問
題
に
迫

る
成
果
を
得
、
今
後
の
歴
史
人
口
学
の
新
た
な
研
究
の
視
野

と
さ
ら
な
る
学
際
的
ア
プ
ロ
ー
チ
の
可
能
性
が
開
か
れ
た
と

い
う
手
応
え
を
感
じ
た
、
実
り
あ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
な
っ
た
。

熱心に耳を傾けメモをとる国際人口セミナーの参加者
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会
の
演
出
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
地
元
柏
で
「
わ
が
家
の
や

お
や
さ
ん
風
の
色
」
を
営
む
今
村
直
美
氏
で
あ
る
。
会
場

の
「
は
な
み
ず
き
」
に
柏
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
シ
ェ
フ
を
招

き
、
彼
女
自
身
が
育
て
た
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
野
菜
を
中
心
と
し

た
地
域
の
食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
料
理
を
、
ま
る
で
野

外
パ
ー
テ
ィ
ー
の
よ
う
に
大
胆
に
並
べ
る
と
い
う
趣
向
が
凝

ら
さ
れ
た
。
麗
澤
の
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
ー
を
大
い
に
印
象
付

け
る
懇
親
会
と
な
っ
た
。

　

最
後
の
ひ
と
り
は
、
学
会
と
セ
ミ
ナ
ー
の
統
一
テ
ー
マ
の

趣
旨
を
く
み
取
り
、
そ
れ
を
大
胆
に
、
そ
し
て
シ
ン
ボ
リ
ッ

ク
に
表
現
し
た
ポ
ス
タ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
手
掛
け
て
く
だ
さ
っ

た
、
本
学
職
員
企
画
広
報
課
の
野
木
清
司
氏
で
あ
る
。
野
木

氏
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
は
人
目
を
惹
く
広
報
効
果
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
学
会
や
セ
ミ
ナ
ー
の
重
要
性
を
内
外
に
示
し
、

ホ
ス
ト
側
メ
ン
バ
ー
の
意
思
統
一
と
や
る
気
を
鼓
舞
し
、
そ

し
て
何
よ
り
そ
の
ポ
ス
タ
ー
が
飾
ら
れ
た
空
間
を
よ
り
国
際

的
・
学
際
的
に
盛
り
立
て
て
く
れ
た
。
そ
ん
な
空
間
を
共
有

し
た
６
月
の
学
会
と
12
月
の
セ
ミ
ナ
ー
の
４
日
間
は
、
参
加

者
に
も
、
運
営
側
に
も
満
足
度
の
高
い
印
象
的
な
も
の
と
な

っ
た
。

お
わ
り
に

　

今
後
も
日
本
の
人
口
問
題
か
ら
は
目
が
離
せ
な
い
。
こ
の

ま
ま
い
く
と
、
現
在
の
学
部
生
た
ち
が
今
の
定
義
の
「
高
齢

者
」
に
仲
間
入
り
す
る
頃
に
は
高
齢
者
割
合
は
40
％
と
な

る
。
超
少
子
高
齢
社
会
で
「
高
齢
者
」
と
な
る
学
生
た
ち
は

ど
う
老
い
て
い
く
の
か
。
今
回
の
会
議
で
展
開
し
た
長
期

的
・
学
際
的
視
野
か
ら
の
研
究
と
、
そ
れ
に
基
づ
く
教
育
が

今
後
ま
す
ま
す
必
要
に
な
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。
河
野
先
生
と

速
水
先
生
の
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
、
麗
澤
大
学
で
こ
そ
可

能
な
多
角
的
か
つ
倫
理
的
な
視
点
か
ら
家
族
と
人
口
の
研
究

と
教
育
が
展
開
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

最
後
に
、
こ
こ
で
挙
げ
き
れ
な
か
っ
た
た
く
さ
ん
の
ご
協

力
と
応
援
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
栄
誉
あ
る
学
会
と
セ
ミ

ナ
ー
の
開
催
を
記
念
行
事
と
位
置
付
け
支
援
し
て
く
だ
さ
っ

た
麗
澤
大
学
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。


